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「教えてもらう心」を高める（広げる） 
 

 授業や部活動、習い事、家などで厳しく言われたことはありますか。言われた時、どう思いましたか。きっ

と、「嫌だな」とか「そんなに厳しく言わなくても」と思ったりしたのではないでしょうか。 

 では、言う側はどういう気持ちで言うのでしょうか。憎いからでしょうか。ひょっとしたら、そういう人も

いるかもしれません。しかし、ほとんどの人は「よくなってほしい」と思うから、心を鬼にして言うわけです。

言う側もできれば言わないほうが、嫌な思いもせずにすむので、楽です。 

 自分で自分を律して学び続けるのがいいですが、楽をしたいという思いもあるでしょう。「これくらいでい

いだろう」という時に、「よくなってほしい」という思いで言ってくれる人がいる。伸びる見込みがあるから

あえて厳しいことも言う。「厳しいな」と思った後には、「自分には伸びしろがあるんだな」と思って、「教え

てもらう心」を高めて（広げて）いきましょう。教えてもらう心が高まる（広がる）と、さらにいろいろなこ

とが高まったり広がったりします。そうすることで、さらに自ら学び、自ら成長することにもつながっていき

ます。 

授業や学校生活、部活動や体育大会の練習など、厳しいなあと感じることもあるかもしれませんが、厳しさ

の裏側にある思いに気づき、自分を高めて（広げて）いきましょう。  

 

体育大会の練習風景 
 

５月１４日（日）に開催する、体育大会の練習を行っています。今年度は、赤団（団長：八木陽大さん）「気

炎万丈」青団（団長：溝田 澪さん）「青炎」白団（団長：寺田史也さん）「意気衝天」をテーマとしています。

よさこいソーランや全員リレー、校歌など、各団の団長の指示のもと、３年生を中心に練習に励んでいます。

どの団も３年生が中心となり丁寧に教えていて、「さすが３年生」だと感じています。また、１・２年生も一

生懸命練習して、それに応えようという姿が見られ、感心します。また、団旗作りも行っています。連休があ

るので、限られた時間の中ですが、仕上がりが楽しみです。 

 

 
 

有意義な連休を  
 

５月７日（日）まで、連休が始まります。部活動の試合や練習、家族旅行などが中心になる人も多いと思い

ますが、日頃できないことに挑戦して、新しい自分を発見するのもいいかもしれません。事故やけがのない楽

しい時間を過ごしましょう。 
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